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おかげさまで100周年。
これからも、お客さまの健康に貢献して、
社会に必要とされる企業であり続けます

　おかげさまで、森永乳業は100周年を迎えること

ができました。今日まで支えてくださったお客さま、

株主を含むステークホルダーの方 、々また、困難を乗

り越えてきた先輩社員、そして、現在の社員にも深く

感謝しています。

　次の100年に目を向けた時、特にそのスタートの

20年、30年は本当に厳しいだろうと思います。企業

が生き残るためには、人口問題も含め社会環境の急

激な変化を自らのものとして真摯に捉えていかなけれ

ばなりません。そのためには、社員一人ひとりの意識

を変えることが必要です。

　私が社長に就任したときから、100周年を機に理

念体系を見直すことは念頭に置いていました。そして

そのときには、全員参加で新しい経営理念を策定す

ることを当初から考えていました。就任6年目の現在

は、社員の間でも「みんなでやるんだ」という気持ち

が芽生えてきたように感じます。コーポレートスロー

ガン、経営理念を策定するプロセスも、我々経営層で

はなく、社員主導で進みました（→ P.33）。それに伴う

行動指針の策定にも、20〜30代の人たちを中心にさ

まざまな年代・部署の社員が手を挙げて参加しました。

　その結果、行動指針は、自らに問いかけるという形

式になっています。自らつくりあげ、自らに問いかけ、

それを実践することで、コーポレートスローガン、経

営理念の精神を遂行していく。それが、これからの森

永乳業の推進力となっていくでしょう。

　私たちの事業は、乳を基盤とし、人々の健康に大き

く関わっています。健康に関わる食品を扱っていると

いう意味では、事業そのものがCSRであり、またそれ

を、当然のこととして認識していなければなりません。

代表取締役社長

中期経営計画における基本方針
（2015年 4月～ 2020年 3月）

1. 成長に向けた事業ドメインの再構築

2. 資産効率の改善および合理化の推進

3. 経営基盤の強化

4. 社会への貢献

1. 機能性・食品素材事業の強化（ＢtoＢ事業）

2. グローバル化の推進（国際事業）

3. 健康・栄養事業の育成

4. 既存事業の収益性の改善（Ｂ to Ｃ事業）

成長戦略における重点施策

事業プロセスの中で、社会からの期待に対してどう応

えていくのか、あるいは自ら何を強調し、何を発信して

いくのか、各部門が自分たちが成すべきことを理解して

行動するという文化を持っていれば、CSRの責任・役

割は自ずとはっきりしてくるでしょう。

　そのためには、つねに社会に、世界に目を向け、そこ

に潜在するニーズ、お客さまの想いをしっかりと捉え

ていたい。今の時代、「持続可能な開発目標（SDGs）」

が注目されていることから、社会性を重視する時代に

なっていると言えるでしょう。これを一人ひとりが理

解していれば、自分たちが成すべきことを成そう、と

いう文化が自然と生まれてくると思います。

　2020年3月期を最終年度とする５ヵ年の中期経営

計画は、今年が3年目。成長のきっかけをつくらなけ

ればいけない大事な年です。最初の2年は外部環境に

も恵まれ、業績も良好でしたので、すべてはこれから

だと思っています。

　そのためには、国内だけではなく、グローバルな視

野をもって先を見通していくことが必要です。今、世

界は激動の時代です。グローバルスタンダードという

ものが見えにくくなっています。もう一度、停滞した経

済を活性化するためには、日本の企業が率先して新し

いグローバルスタンダードをつくっていくことが求めら

れています。

　たとえば、独自性のある技術。一歩も二歩も先をゆ

く技術。あるいは、こんなところまで気を遣ってくれ

たのか、という細やかなサービス、おもてなし。その

ような、目先の利益だけを見ていたのでは見えてこな

い、日本人が大切にしてきた「徳」という価値を、企

業も持つべきではないでしょうか。

　人は、みんな幸せのために生きるもの。そう考える

と、最後に残るのは健康です。私たちの事業は、そこ

にもっとも近いところにいる、それを見失わなければ、

どんな時代でも対応できるはずです。

　これからも、食を通じて、お客さまの健康な暮らし

に貢献し、社会に必要とされる企業であり続けたいと

思います。

社員一人ひとりが自らに問い、

自ら実践することが、未来への推進力

健康を扱う企業だからこそ、

社会の期待に応え、責任を果たす意識を

経済性の先を見据えた、

“徳のある企業”でありたい



生活者・マーケットと
ともに満足度を高めていく

　ひと昔前なら、企業活動は商品の機能的な価値さえ

提供していれば成り立っていました。その後、さらに

情緒的な価値をも訴求していくことが求められるよう

になりました。しかし、今は、それだけでは十分では

ありません。商品の背景にある企業の社会的な価値

を生活者の皆さまに伝えていくことが、企業に求めら

れています。

　お客さまに伝えていくためには、まず、一人ひとり

の社員がそれをしっかりと理解していなければなりま

せん。

　当社では昨年、新たに CSR委員会を立ち上げまし

た。それまで、さまざまな部門で個別に行ってきた

CSR活動を体系化し、社会に向け、また社員に向けて、

共通言語で語っていく。そうした活動を今、進めてい

ます。

　社員の意識も、ここ1、2年で大きく変わってきて

いるように感じられます。たとえば、各拠点の地域の

皆さまとの交流活動について、工場だけではなく、営

業拠点からも声があがるようになりました。昨年より

実施している「森永乳業杯 ツアー オブ バレーボー

ル」は、元全日本女子バレーボールチーム代表選手と

ともに、バレーボールで夢を追いかける女子中学生

を応援するイベントで、たいへんご好評をいただいて

います。

　これからは、「熱烈なサポーター」になってもらうこ

とが大切だという話を聞いたことがあります。少なく

とも全国規模の企業であれば、ただ商品を製造・販

売して利益を得るだけではなく、地域に対し、社会に

対して、どのような価値を提供して、支持を得るかが

最大の課題だと思います。

　生活者の皆さま、マーケット、当社、3者のトライ

アングルをつねに意識し、それぞれの満足度を、いか

にバランスよく、持続的に高めていくことができるか。

そのためには、生活者の皆さまの意識・心情・感覚と、

企業全体がつねに一体化しうる企業風土をつくりあげ

ていくことが重要と認識しています。

代表取締役副社長 乳児から高齢者まで、
幅広い年代の食に関わる企業として

　

　お客さまから寄せられる「声」のリストが、毎日私の

デスクに届けられます。それに目を通していると、食

というものがいかに人々にとって身近で、かつ切実な

問題であるかがわかります。

　ご高齢のために飲み込むことさえ困難な方もいらっ

しゃれば、小さなお子さまをお持ちのお母さまは、安

心して食べさせることができる食品かをつねに心配さ

れています。また、何らかのアレルギーを持つ方の割

合も年々増えています。

　乳児から高齢者まで、幅広い年齢層の方々に安心し

て口にしていただけるように、生産の現場ではつねに

安全安心・品質第一を心がけることはもちろん、品質

保証部などの本社の関連部門がサポートすることで、

責任を持って商品をお届けする体制づくりを、推し進

めていく必要があると思っています。

　

　近年、国連が定める「持続可能な開発目標（SDGs）」

が注目されています。これにより、以前から行われて

いたさまざまな活動が体系的に把握でき、よりわかり

やすくなりました。

　私たちの企業活動を見ても、研究・開発、原料調達、

製造、販売などさまざまな工程が、ひとつの商品を

送り出すために必要です。SDGsという考え方によっ

て、こうしたサプライチェーン全体の流れと社会との

関わりを、より整理して捉えることができるようになっ

たとも言えるでしょう。

　これから、次の世代にバトンタッチしていく中で、

サプライチェーン全体はもちろんのこと、より広い視

野で業務を捉えられる人材を育てていくことが大切で

す。今、当社としては海外への事業展開も大きな柱の

ひとつと考えていますので、グローバルな視野を持っ

た人たちも必要になるでしょう。

　これからはどの部署にいても、そのような視野を

もてる人材育成に努めていきたい。そして、20年後、

30年後に、森永乳業で働いてよかった、と思えるよ

うな会社にしたいと思います。

専務取締役
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企業の社会的価値を伝えることが重要

顧客本位から、支持される企業へ

安全安心・品質第一が基本

広い視野を持った人材育成を




